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思春期・青年期の子育て支援に関する探索的研究
An exploratory study for the parenting support of puberty and adolescent
澤 聡 一
Toshikazu SAWA
問題と目的
平成27年度より全国で開始された「子ども・子育て支援新制度（以下，新制度）」は，その
具体的な計画の策定・実践におけるさまざまな議論を継続しつつも，地域においてさまざまな
新しい取り組みを生みながら広がっている（たとえば，大豆生田・北野・高島他，2016）。
たとえば柏木（2001；2008）は，子育て支援が求められるようになったことの背景について，
女性の高学歴化という近年の社会的変化に伴って母親たちが「私」の時間を強く求めるように
なっていることや，子どもを産むことへの動機づけの変化，諸外国における子育て支援等につ
いて触れ，母親以外も積極的に育児に参加する「子育ての社会化」や「複数ネットワークモデ
ル」の重要性を指摘した。今日の様々な子育て支援施策の背景には，待機児童の解消などの社
会的問題が存在することはよく知られているが，狭義の「育児の支援」の枠組みを超え，
「量」と「質」の両面から社会全体で子育てを支えること（内閣府，2016）が今日の社会にお
ける子育て支援に求められていると言えよう。
ところで，「子ども・子育て支援法」は「子ども」を18歳までと定義しているが，新制度に
基づく実践の多くは，乳幼児期，あるいは児童期までの子どもと子育ての支援が中心となって
いる。小学校高学年や中学生，高校生らを対象にした，いわゆる「思春期・青年期」の子ど
も・子育て支援の実践は各市町村に委ねられているが，経済面での支援が中心であり，その他
の支援実践の例は限られている（参照・北海道ふるさと移住定住推進センター，2016など）。
しかし，古くは「心理的離乳（Hollingworth，1928）」や「第二の分離－個体化（Blos，
1962）」として知られている通り，心身の急激な発達や，小学校から中学校へ，あるいは中学
校から高校，高校から大学への移行の危機，友人関係の変化，進路や生き方の選択の時期など，
心理的自立を主軸としたさまざまな思春期・青年期における変化（発達課題）が時として大き
な危機をもたらす場合があることは，広く一般に知られている。
この変化は，親子関係にも影響を及ぼす。たとえば青年期の親子関係研究を展望した久世・
平石（1992）は，「親子の関係は，生涯を通して続く永続的な関係であるが，それは一方向的
な権威の型から相互性へと再交渉されることによって変容するものである」と述べ，親子の相
互調整によって関係が変容していくことが重要であると指摘した。その結果，いわゆる「（第
二）反抗期」として知られる親子のコンフリクト（conflict：紛争・葛藤状況）が生じる場合
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もある（白井，1997）。思春期・青年期の子どもを持つ親は，成長に連れて自律性が高まり，
親を客観的・批判的な目で視ることも多くなる子どもに対して，「どこまで口や手を出せばよ
いのか」「子どもに何をしてあげることができるのか」と親役割や適切な心理的距離の取り方
について悩む一方，不登校や非行，事件の報道等から，不安を抱きやすい（平石，2008）。
加えて，生涯発達の観点から，子どもの成長と共に親自身が発達していくことを重視する指
摘も少なくない（柏木・若松，1994；村本，2010；柏木，2013）。自立と自律の発達課題を迎
えた子どもと歩みを揃えるようにして，自らの生き方を再検討する時期をその親たちも迎えて
いるのである。
このように，子どもが思春期・青年期に至ってからも，その親を支える必要性がなくなると
はいえない。むしろ，さまざまな援助資源の伱間にあり，「もしかしたら，思春期の子どもへ
の対応にもっともとまどい，孤立無援傾向にある」その親たち（黒沢，2015）を支えることは，
同時に子どもたちを支えることにもつながり，重要な臨床的意義をもつと考えられる。
これらの問題を受け，思春期・青年期の子育て支援に関する実践と研究も散見される。中学
生の母親を対象とした子育て支援プログラムの実践を報告した渡邉（2013）は，参加者自身の
子育ての自己理解を主目的とした子育て支援プログラムの効果を母親の養育スキル尺度（渡
邉・平石，2007）等で評定し，「これまでの自分自身の子育てを振り返り，これからの子育て
についての新しい知識を得ることができ，肯定的な感情を抱くことができたと思われる」と結
論付けている。また，宮崎（2013）は，「親であること」をテーマにした社会人対象の講習会
（サイコエデュケーショナル・グループ）を開催し，講習会後に時間イメージ尺度（都築，
1993）の時間イメージ尺度得点および現在イメージ尺度得点が有意に上昇したことを報告した。
このほか，アドラー心理学に基づく親学習プログラムSTEP（Systematic Training for Effec-
tive Parenting）のティーンエイジャーの親版STEP/Teen（松﨑，2007）や，前向き子育て法
（Positive Parenting Program）として知られるトリプルP（加藤・柳川，2010：ただし思春
期版は邦訳されていない），被虐待児の保護者支援法の一つとして知られるコモンセンス・ペ
アレンティング（Common Sense Parenting：CSP）をアレンジしたペアレント・トレーニン
グの思春期編（野口，2015）など，思春期以降の子育てを対象にしたプログラムも一部実践や
提案が行われている。このほか，児童虐待防止のため保護者支援プログラムとして，児童相談
所等で実施されているサインズ・オブ・セイフティ（SoSA：井上・井上，2008）や，各地で
実践されている不登校の親の会，（発達）障害を持つ親の会等の自助グループを中心とした活
動等も，特定のテーマに対する子育て支援活動の一つといえるだろう。
一方，教師やスクールカウンセラー等による学校現場での実践と研究も報告されている。た
とえば群馬県総合教育センター（2006）は，「新しい保護者会」として，保護者のニーズを汲
み取りながら学級懇談会等の場で体験型のプログラムを実践する方式を紹介している。思春期
の子どもを持つ親への実践例も報告されており，広範囲に実践された思春期・青年期の子育て
支援の例として重要と思われる。
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学校現場を実践の場とした報告の多くは，心理教育的アプローチ（サイコエデュケーショ
ン），エンカウンターグループ（構成的グループエンカウンター；國分・國分・片野，2009），
あるいはピアサポート（滝，2004）等の一形態として報告されている。このほか，教師と保護
者，スクールカウンセラーが相互コンサルテーションを通して「目に見えるチーム」として活
動を行った例を報告した石隈（1999），田村・石隈（2003）の例も，保護者支援を通して保護
者自身が支援者になる活動例として興味深い。
このように，思春期・青年期の子育て支援については，主として民間の活動や教育現場にお
いていくつかの先進的な試みが行われているが，市町村など行政主導での実施は乳幼児期か児
童期までを対象としていることがほとんどであり，群馬県の実践例などの一部を除き，「すべ
ての親」に対する思春期・青年期の子育て支援はいまだ十分に実施されているとは言い難い。
また，これらの試みの背景には，落合・佐藤（1996）や，平石（2007），渡邉・平石（2007）
等の尺度の作成や利用，行動観察などを通した量的研究の成果と，教育や福祉，あるいは心理
学の専門家による活動報告や事例検討等の質的研究（実践）の成果が存在しているが，他方で
当事者たる親自身の協力による質的研究の例は，ほとんど見当たらない。
そこで本研究では，思春期・青年期の子育ての最中にある親，または子育てに一区切りをつ
けた親を対象としたインタビュー調査を実施し，その分析を通して思春期・青年期の子育て支
援のニーズの把握を探索的に試みる。また，そのニーズの把握を受けて，思春期・青年期の子
育てにおいて求められる観点について考察した。
方法
調査協力者 調査協力者の基本的属性と調査の方法を，表1に記す。
表1 調査協力者と調査方法
協力者 基本的属性 調査方法
A 大学生と高校生の娘がいる母 インタビュー
B 2人の息子の子育て経験を持つ母 インタビュー
C 中学生の息子がいる母 インタビュー
D 息子と娘の子育て経験を持つ母 インタビュー
E 高校生と中学生の娘がいる母 インタビュー
F 中学生と小学生の息子がいる母 インタビュー
G 中学生の息子がいる母 文書で回答
材料 調査で用いた質問の項目を以下に示す。
1．思春期・青年期の子育ての実態（困ったことや工夫をしたことなど）
2．学校や地域・家庭で『あってよかった』，または『あればよかった』と感じた支援やか
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かわり
3．思春期・青年期の子育てを通して，自ら（親自身）の変化・成長につながったと感じる
こと
4．小学校から中学校，中学校から高校などの移行の時期に体験したこと
5．お住まいの地域における子育て支援の印象
6．思春期・青年期の子育て支援において，重要と感じること
手続き 一回のインタビュー時間は約70分（説明・調査協力同意書等への記入等を含む），
質問項目への回答を中心とした半構造化面接を実施した。調査の時間帯や場所は協力者の都合
を優先して決め，特に希望がない場合は北翔大学臨床心理センターの一室を用いた。
また，インタビューは報告者と協力者の一対一で実施し，協力者の同意が得られた場合のみ，
ICレコーダーで録音を行い，逐語記録化された結果を以下の分析のデータとして用いた。録
音の同意が得られなかった場合は，報告者が取ったメモをもとに作成したインタビュー記録を
データとして用いた。全ての協力者のインタビュー回数は1回で，確認事項があった場合は電
話かFAXを用いた。調査協力の同意を得た後にインタビューの予定がキャンセルとなった協
力者（G）からは，協力者自身の意向に基づいて文書での回答を得た。
結果と考察
インタビュー調査の結果および文書の回答から得られた反応を，修正版グラウンデッドセオ
リー法（木下，2007）を用いて分析した。複数の具体例が示された内容を「概念」としてまと
め，生成された概念をもとに「カテゴリー」を作成した結果を表2に示す。
表2 生成されたカテゴリーと概念，およびその定義
大
カテゴリー
小
カテゴリー 概念 定義
「
子
育
て
」
の
体
験
狭
義
の
「
子
育
て
」
体
験
子どもの特性や個性の理解 障害なども含めた子どもの気質や性格，長所・短所の理解。
親の価値観 子どもにどのように生きてほしいかに関係する，親の人生観。
成長に応じた関わりの変化
成長に応じて，コミュニケーションなど子どもとの関係性が変化
する。特に思春期以前と以降では，直接的なかかわりから，見守
る姿勢への変化がある。
「
思
春
期
・
青
年
期
の
子
育
て
」
の
不
安
思春期のトラブルへの不安 不登校やいじめ，SNSやインターネット，ゲーム等のトラブルに巻き込まれるのではという不安。
子の将来への不安 「きちんと」進学や就職ができるのだろうかという不安。
子離れの寂しさ 「空の巣症候群」など，子の自立に伴う親の不安。「いくつになっても子どもは子ども」の感覚。
「子ども」との新たな関係
の構築
自立に向かう（あるいは自立した）子どもとの間で新たな関係性
を構築する作業。
親
自
身
の
状
況
親自身の余裕のなさ 転居などで頼れる人がいない，生活困窮その他の理由で親自身に余裕がない場合，子育てへの支援が特に重要になる。
子どもと関わる機会の減少
狭義の「子育て」の期間が過ぎると，親自身の就労や子どもが部
活に参加するなどで，親子で関わる時間が減少する。互いに距離
を取る場合も含む。
親自身の生き方の再発見 子育ての体験や親自身の状況の変化により，親自身の新たなライフスタイルを模索することになる。
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周
囲
か
ら
の
支
援
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
学校との連携・協力
思春期・青年期の子どもの多くが，生活の場の中心を学校に移す。
そのため，この年代の子育てにおいては，学校との連携・協力が
重要な要素となるが，それだけでは不安を感じることも少なくな
いようであった。
行政による支援 さまざまな制度や事業による親への支援のほか，窓口を通して学校や地域に関わる支援を行う。
専門家・第三者による支援 スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー，家庭相談員やそのほか地域の社会資源に相談する場合もある。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
地域性
地域に公園や児童館等の遊ぶ場所があるかどうか，親同士が集え
る機会があるかどうか，隣近所との関係はどうか，学校とのつな
がりはどうか，等。
親同士のサポート
子育てを通して知り合った親同士や，学校や地域，習い事等を通
して知り合った親同士の関係。特に，長男の親同士など，幼少時
からのことを知る関係は重要。
親のサークル活動や社会参
加を通したつながり
親自身が，サークルやボランティアなど地域の何らかの活動に参
加していたり，勤務先等で子育てについての支援を受けたり相談
ができるかどうか。
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
サ
ポ
ー
ト 家族・親族らによるサポー
ト
夫婦間のサポートや，親の両親・きょうだいら親族による支援な
ど。
子
ど
も
の
状
況
特別な支援や配慮の必要性
特に支援や配慮を要する障害や疾病などを持つ子どもであれば，
子育てのあり方はそのほか一般的な場合と大きく異なる場合があ
る。
危機的体験
不登校やいじめ，非行，精神疾患あるいは「反抗期」などの危機
的体験が生じた場合も，子育てのあり方や周囲との関係に大きな
見直しが迫られる場合がある。
以下に，各概念についての説明を記す。なお（ ）内にどの協力者の発言であるかを記した。
1．大カテゴリー：「『子育て』の体験」に含まれる概念
大カテゴリー「『子育て』の体験」に含まれる小カテゴリー「狭義の『子育て』体験」につ
いて，「子どもの特性や個性の理解」「親の価値観」「成長に応じた関わりの変化」の3つの概
念を生成した。
子どもの特性や個性の理解
障害などを含めた子どもの気質や性格，長所や短所の理解は子育てにおいて重要であり，比
較的早期に理解が進む場合もあれば，理解が難しい個性を持っていたり，親の価値観とは異な
るなどの背景から，なかなか理解が進まない場合もある。
本調査では，「健診で指摘を受けて，ことばの教室に通った（A）」など，障害を持つ子であ
ることを指摘された例や，「きょうだい間でも全然違う（E）」などきょうだいの比較を通して
理解を深める例の一方で，「なぜそんなことをするのか分からなさがある子（D）」など，理解
のむずかしさを述べる例などが確認された。また，「フレンドリーな性格に助けられた（A）」
など子どもの肯定的な側面への理解も確認された。
親の価値観
親自身にも生きてきた中で獲得した人生観があり，それらを通して得た価値観が，意識的無
意識的に子どもの生き方に影響を及ぼすことがある。
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本調査でも，「最低限，やるべきことさえしっかりしてくれればいい（F）」「文化活動への
参加が重要（B）」，「男の子は社会に出ることを考えなければ（D）」「嫌がられても言うべきこ
とは言う（C）」など，多くの体験から来る信念について語られた。
成長に応じた関わりの変化
心身ともに変化が著しい思春期を迎えるにあたり，コミュニケーションの取り方など，親子
の関係性は変化する。多くの場合，思春期を迎えて親と距離を取るようになる子どもに対して，
戸惑いながらも距離感を模索するかかわりに移行するようである。
本調査では，「中学になったと同時に口数がどんどん少なくなり，何を考えているのか分か
らなくなった（G）」「それまでは口答えもしなかったのに，言い争いになるようになった
（F）」「成績以外で関わることが難しくなり，本人との間に距離が生じた（A）」「思春期に
なってからは，なるべく言葉を少なめにしている（C）」「こどもに気になる様子もあったが，
入りすぎるとよくない面もあった（E）」などの例が挙げられた。
次に，小カテゴリー「『思春期・青年期の子育て』の不安」について，「思春期のトラブルへ
の不安」「子の将来への不安」「子離れの寂しさ」の3つのカテゴリーを生成した。
思春期のトラブルへの不安
特にトラブルなく学校生活を送っている場合であっても，「不登校になるのではないか」「い
じめに遭うのではないか」などの不安を思春期の子を持つ親は抱えていることが少なくない。
また近年では，インターネットやスマートフォン，SNS等によるトラブルに巻き込まれるので
はないか，と多くの親が不安を感じていることが調査から示されている（ベネッセ，2011な
ど）。
本調査では，「知人に子どもが不登校になった人がいる。うちもそうなったらどうしようと
感じる（F）」「授業をボイコットする子たちもいた。わが子も巻き込まれるのではと不安だっ
た（B）」などの反応が示された。
子の将来への不安
進学や就職などの進路選択は，自立のテーマとも相まって思春期・青年期の主要な課題のひ
とつと言える。それに関連する勉強や高校・大学選びのテーマは，親にとっては期待と共に大
きな不安を伴う体験だろう。
本調査では，「勉強の仕方を親から言っても聴こうとしない（C）」「塾とかに行かせようと
しても，きょうだいがたくさんいると全員は難しい（D）」「周りからは進路のことをいろいろ
言われているようなので，いろいろ感じているようだ（F）」などの発言が確認された。
子離れの寂しさ
子育てに一区切りがつき，子どもたちが自立してしまうと，子育てを終えた安堵と喪失感か
ら抑うつ的になる親が少なくない。「空の巣症候群」としてよく知られているこれらの症状は，
いわゆる「燃えつき症候群」に近いものと考えられている。思春期に入り，少しずつ「見守
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る」姿勢を持ち始めた親ではあっても，いくつになっても子どもは子どもであり，自立を喜び
つつもそこに複雑な思いを持つことは想像に難くない。
本調査でも，「寂しさもある。親同士で，『子どもがいなくなったらどうする？』と話題にな
ることも（E）」などの発言が確認された。
この小カテゴリーに含まれる概念はまた，学校との連携のみでは解消できない難しさを含ん
でいると考えられた。この点については，大カテゴリー「周囲からの支援」に含まれる概念
「学校との連携・協力」で改めて述べる。
「子ども」との新たな関係の構築
子育ての体験とさまざまな不安を抱えた先にある課題として，「『子ども』との新たな関係の
構築」を位置づけた。前述の通り，「親にとって子どもはいつまでも子ども」だが，その思い
を抱えながら，大人同士として，あるいは子育ての先輩として，「親」は自立に向かう（ある
いは自立した）「子ども」との間に新たな関係を構築していくと考えられる。
本調査では，「勇気を出して少しずつ手を放していった（A）」「夫は今では孫たちの勉強を
教えている（D）」などから，子どもの成長に応じた関係の変化の例が示された。
2．大カテゴリー：「親自身の状況」に含まれる概念
大カテゴリー「親自身の状況」について，「親自身の余裕のなさ」「子どもと関わる機会の減
少」「親自身の生き方の再発見」の3つの概念を生成した。
親自身の余裕のなさ
「子育て」は親と子の相互作用を中心とした行為であるため，親自身の状況に大きく影響を
受ける。たとえば，転居は子どもにとっても転校という大きな体験を伴うが，新しい土地にな
じむという体験は親にとっても苦労が少なくない。
本調査では，「地域に伝手がなく，子育て支援のサービスをどのように選べばよいのか分か
らなかった（C）」「引っ越す前は地域のお祭りなどにも参加していたが，引っ越してサポート
が得られなくなった（D）」などの報告が得られた。
転居後の適応の困難の例以外にも，生活困窮や親自身の精神疾患などで，地域で孤立する背
景は多々あり，家庭が余裕を持つことができるような支援が必要になると思われる。
子どもと関わる機会の減少
一般に，子どもが家庭にいる時間が長い狭義の「子育て」の期間が過ぎると，親が仕事に就
いたり，子どもが部活動や習い事に行くなどで，親子で関わる機会や時間が減少すると考えら
れる。これらの点もまた，子育てに影響を及ぼす状況のひとつと考えられる。
本調査では，「子どもが大きくなると，仕事を始めたりして関われない人たちもいた（B）」
「下の子にばかり目が行って，がんばっても評価されない時もあったと思う（A）」などの例
が確認された。
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親自身の生き方の再発見
子育ての体験や親自身の状況の変化により，親自身の新たなライフスタイルを模索すること
になる。青年期のアイデンティティ理論で有名なエリクソンや，深層心理学の大家であるユン
グら多くの研究者や実践家が，中年期もまた新たな人生を見出していくための転機の時期であ
ると指摘した。本研究との関連では，「子離れ」の寂しさをいかにして抱えながら，子どもと
新たな関係を築いていくかの基盤になる部分と思われる。
本調査からは，「今までは遠方の旅行にも行けなかった（A）」「みんなにやさしいまちづく
りを（B）」などの発言からその試みが感じられた。
3．大カテゴリー：「周囲からの支援」に含まれる概念
大カテゴリー「周囲からの支援」に含まれる小カテゴリーとして，「（原則として，一定の枠
組みのもとで全ての人に共通して与えられる）フォーマルなサポート」と「（明確な枠組みの
ない）インフォーマルなサポート」，家族・親族らによる「ベーシックなサポート」の3つが
生成された。
小カテゴリー「フォーマルなサポート」では，「学校との連携・協力」「行政による支援」
「専門家・第三者による支援」の3つの概念を生成した。
学校との連携・協力
一般に家庭で過ごす時間が長い乳幼児期から児童期までと比較すると，思春期・青年期の子
どもの多くが生活の場の中心を学校に移す。そのため，この年代の子育てにおいては，学校と
の連携・協力が重要な要素となる。
本調査では，「担任の先生の言うことを子どもが理解できていない時は，一緒に考えるよう
にした（C）」「学校の理解と熱心なサポートを得ることができた（A）」など，学校との連携・
協力に関する話題がしばしば報告された。
他方で，「思春期・青年期の子育て」の場合は，学校だけでは十分に対応できない難しい
テーマも数多く含んでいる。たとえば，「学校関係ではいろいろな話を聞くが，それが本当の
ことなのか分からない（E）」「不登校になった時に，学校では『登校する』がゴールになるが，
それ以外の場所はないのだろうか（F）」「互いに言い分があっても，ちょっとしたことばでズ
レが大きくなってしまう（E）」「受験期に進路指導で関わってもらったが，本人の思いとのズ
レが大きかった（A）」などの話題が語られた。学校の場の重要さ，連携の必要性を感じつつ
も，思春期・青年期の子どもたちが持つ複雑で多様なテーマに対して学校以外の場とも連携す
ることが必要になる場合があることを感じている親は少なくないのかもしれない。
本調査では，3名の協力者が「学校外に相談できる場所があること」の重要さを指摘し，担
任支援の必要性を指摘する協力者も同じく3名いた。「子育て支援」の観点から，思春期・青
年期の学校と家庭の関係を考えるにあたり，重要な点の一つであると思われる。
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行政による支援
特にさまざまな困難を抱える家庭が子育てに安心して取り組む余裕を持つために，行政によ
る各種の制度や事業は重要な意味を持つ。
本調査では，「障害をもつ子どもたちの支援について，市から聞き取りを受けた（A）」や
「文化に触れる機会を得ることができるかは市の活動しだい（B）」などのほか，「学童保育を
利用した（G）」などの行政の役割に関する例が挙げられた。
他方で，「どの子育て支援サービスを受ければよいのかがわからなかった（C）」「在宅の子
育て支援がもっと充実すれば（G）」「経済的に中間層にある家庭への支援がもっと充実してほ
しい（D）」「子育て支援の窓口利用のときなどに，『ちょっと話していきませんか』など声を
かけてもらえたら（A）」などの指摘も得られた。多様なニーズに応じた支援とニーズそのも
のを掘り起こすためのよりよいサービスが求められていると思われる。
専門家・第三者による支援
スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー，家庭相談員やそのほか地域の社会資
源に相談する場合もある。「学校との連携・協力」の項で述べたように，「学校外」での相談
ニーズの高さを鑑みれば，この点の充実も子育て支援の充実のために重要と考えられる。
本調査の協力者のなかにはスクールカウンセラーらを実際に利用した方はいなかったが，
「カウンセラーがいるというアナウンスはあるが，敷居が高い（F）」など，利用者の目線に
立った運用には今後も工夫が必要であると思われる。
次に，小カテゴリー「インフォーマルなサポート」に含まれる概念として，「地域性」「親同
士のサポート」「親のサークル活動や社会参加を通したつながり」について述べる。
地域性
地域における子育て支援のための資源の充実に関して，本調査からは「児童館がつながりの
場になっていた（D）」「外に遊ぶ場所が多かったので，部活以外でも体力を発散したり，コ
ミュニケーションを取る場があった（G）」など，子どもの遊ぶ場所，交流できる場所の重要
さが示された。
また，一般には「遊び場」ではないものの，「習い事の場が，唯一評価がされない場所だっ
たのかもしれない（A）」など本人が自分らしく居られる場所も「居場所」の一つとして考え
られる。習い事については「いろいろなものの見方を学ぶ場として通わせている（F）」など，
そこで習熟が期待されるスキル以外の部分に重きを置く用い方もあるようであった。
そのほか，次項に示す「親同士のサポート」が得られる場所や，ほどよい隣近所づきあい
（「今の子は大変。年配の人が近くにいないので，おせっかいがうけられない（D）」「小さい
ときのことを知っている，おせっかい過ぎない隣近所の人がいることが大切（B）」），学校と
つながりのある地域性かどうかなども重要と思われる。
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親同士のサポート
子育てを通して知り合った親同士や，学校や地域，習い事等を通して知り合った親同士の関
係を通した支援は，特に重要なインフォーマルなサポートであると考えられる。
本調査では，「特に皆が不安を抱えている第一子同士の親は話すことが多かった。不満やグ
チを言える（E）」「母親同士のつながりがあったこと，情報を共有できた点が重要（A）」「長
男だから，親も子も新米で，右往左往する。長男の友だちの母同士で仲良くなれてよかった
（F）」などの発言が認められた。
他の概念からも示されているように，特に子どもの幼少期からのことを知るつながりへの安
心感は高く，そのため長子の親同士の関係は長続きしやすいのかもしれない。一方でこの点は，
転居等で途中から地域に加わることの親のハードルの高さも示すと思われる。
親のサークル活動や社会参加を通したつながり
上記の「親同士のサポート」と同様に，親自身がサークルやボランティアなど地域の何らか
の活動に参加していたり，勤務先等で子育てについての支援を受けたり相談ができれば，同じ
く長く続く相互扶助の場になると思われる。
本調査では，「サークル活動では，一緒になって一つのことをする充実感があった。母親た
ちが集まるので，助け合いにもなった（B）」などの例が示された。本調査の協力者には自身
の就労体験を述べた方はいなかったが，就労先で同様の支援が得られる場合もあると思われる。
続いて，小カテゴリー「ベーシックなサポート」として，「家族・親族らによるサポート」
について述べる。
家族・親族らによるサポート
もっとも身近な支援者である夫婦間のサポートや，親の両親・きょうだいら親族による支援
などは，いわばベーシックなサポートとして，子育てを支える基盤になるサポートと考えられ
る。
本調査では，「親族が近所にいて，子どももよく会いたがる。そこでいろいろな助言をも
らっていた（C）」「自分とケンカになったら父がフォローし，父親とケンカになったら私が
フォローしていた（F）」「でも最後の一撃は必ず父親（F）」「赤ちゃんの時は近くに母がいて
サポートしてくれたが，転居してからはどうしていいかわからなくなった（D）」などの例が
得られた。
4．大カテゴリー：「子どもの状況」に含まれる概念
「子どもの状況」もまた，子育て体験に影響を及ぼす重要な要素の一つと考えられる。その
視点も多岐にわたるが，ここでは通常の発達の流れのほかに支援が必要となる場合として，
「特別な支援や配慮の必要性」と「危機的体験」の2つの概念を生成した。
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特別な支援や配慮の必要性
特に支援や配慮を要する障害や疾病などを持つ子どもの場合，子育ての体験は一般的なそれ
とは大きく異なる場合がある。
「障害があった」とするAの例では早期からの支援を得ることができたが，「ちょっと遅れ
ていたのかもしれない」とするDの例では，周囲からからかいを受けていたことが示された。
近年は発達障害や特別支援教育が注目されているが，早期の発見に基づく支援の体制づくりは，
目に見えない障害に対して長く続く子育てを支えるためにも重要な活動の一つといえよう。
危機的体験
不登校，いじめ，精神疾患，非行など，親や本人が避けたいと思っていても，迎える危機的
な体験の例は数多い。避けたいと思っていた事態の実現は大きなストレスになると思われるし，
不意に遭遇した場合であっても衝撃的な体験として家族と本人に大きな危機をもたらす。
本調査では，「1年で学校を辞めてしまった（D）」「嵐のように大変な反抗期だった（F）」
「こころが固くなっていた（A）」などの危機のエピソードのほか，知人の子が不登校になっ
た例を2人の協力者が話題にしていた。
5．思春期・青年期の子育て支援のプロセス図の作成
思春期以前は，（狭義の）子育て体験が大きな割合を占めているが，フォーマル，イン
フォーマル，ベーシックな各種の子育て支援によって支えられている部分が大きい。一方，子
どもが思春期から青年期に入ると，育児そのものへの負担は減少する一方で，思春期以降特有
の危機（不登校，いじめ，SNSのトラブルなど）への不安が高まると同時に，子どもと関わる
機会や支援が減少する。また，親自身の発達課題にも直面し，自身の生き方を考える欲求と迷
いも生じる。これらの結果，「親離れ」「子離れ」に象徴される思春期・青年期の子育ては，親
子双方の思いが入り混じった混沌としたものとなる。
これらの時期を超え，親と子どもが相互作用/相互調整されながら互いの生き方を模索して
いくことによって，思春期・青年期の子育ては一つの区切りの時期を迎えると思われる。同時
期に期待される思春期・青年期の子育て支援は，親子双方の生き方を支える枠組みが求められ
ると考えられる。
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これらを踏まえた思春期・青年期の子育てと子育て支援のプロセス図を，以下に示す。
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図 思春期・青年期の子育てと子育て支援のプロセス図
総合考察
「すべての親」を対象にした「思春期・青年期の子育て支援」を実践していくに際しては，
ほとんどの子どもの生活の場の中心である学校現場での適用を第一に考え，必要な知識の提供
や，子育て支援プログラムの実践等が有効であると思われる。特に，「どうしたらよいのか」
という基本的な子育て知識へのニーズは高く，心理教育的アプローチが効果をあげると思われ
る。また，親を支えるインフォーマルな集団を形成していくために，エンカウンターグループ
等のグループワークも有効であると考えられる（國分ら，2009）。親自身だけではなく学校教
員からも，スクールカウンセラーの今後の活動として「保護者研修（保護者向けの講話な
ど）」のニーズが最も高いことが報告されている（澤，2015）。平成17年度文部科学白書（文部
科学省，2006）において家庭教育支援の充実が掲げられ，「すべての親を対象にした支援」の
もと，家庭教育支援チーム等による実践が推進されており，たとえば北海道では平成25年から
2年間，地域全体で子どもを育てる北海道「親力」つむぎ事業が実施された（北海道教育庁生
涯学習推進局生涯学習課，2015）。上述の学校内での取り組みも家庭教育の一環として位置づ
けることが可能と思われる。
しかしその一方で，学校現場では話がしにくいという親も少なくないことが本研究の結果か
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ら示唆された。群馬県の実践（群馬県総合教育センター，2006）などを参照しながら，広範囲
の学校教育の現場での実践を試みつつ，他方でより身近な相談の場としての地域における相
談・援助活動も求められると思われる。
この点については，現在多くの市町村において行政が実施している乳幼児期から児童期まで
の子育て支援活動を思春期・青年期まで拡充する方法と，民間団体を含む地域資源を活用する
方法とが考えられる。たとえば，児童福祉法に基づき，児童養護施設等に附設されている児童
家庭支援センターは，育児だけではなく福祉や心理学の専門家が相談に対応することが多く，
地域の子育て支援から児童虐待の可能性が高い事例への対応まで，幅広い支援を行うことが可
能な施設である（藤田・村瀬・小楠・名倉・清水，2015）。また，近年多様な教育機会の確保
として盛んに議論が行われているフリースクール等も有用かもしれない。行政による思春期・
青年期の子育て支援の充実を図る一方でこれらの社会資源を活用し，当事者である思春期・青
年期の親が活用しやすい体制を構築していくことが今後重要になるだろう。
研究上の課題としては，第一に対象者の充実が望まれる。とりわけ，近年の子育て支援にお
いては「父親」の存在が注目されることが多いが，思春期・青年期の子育てにおいても同様の
傾向がある（田村，2008；柏木，2011）。そのほか，本研究の対象者には子どもに障害があっ
たり，不登校であったなど特別な支援を必要とした例も含まれていたが，いずれも単一の事例
であり，一般化するためには同様の属性をもつ対象者の協力を得ていく必要があると思われる。
また，支援の実践とその評価も求められるだろう。
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